
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.６１    202４年１０月２１日 ＪＲ東労組大宮地本 

10 月 20日（日） 大宮総合車両センター食堂にて 

2024年 10月20日、大宮総合車両セ

ンター食堂にて、「出向者・エルダー組合

員意見交換会が開催されました。39 名

の参加で活発な意見交換がされました。 

主に今の会社姿勢から現れ出ている職

場現実、要員不足による厳しい労働実態

が生々しく報告されました。 

苦しい現実に立ち向かいつつ、しかし出

された意見をもとに改善に向けて努力

することなどをお互いに確認することが

できました。 

川澄委員長からは、「労働者を取り巻く厳しい労働環境がある。会社は何でも

言うことを聞く社員を作ろうとしている。八王子の事象や大宮、宇都宮のハ

ラスメント・不当処分・不当転勤などに会社姿勢が現れている。これらについ

て広め、共感を得て、組織拡大へ繋げて行こう」と力強く挨拶がされました。 

佐藤業務部長より問題提起が行われ、以前エルダー組

合員から寄せられた意見を元に会社と議論し、未払い 

の手当の追給を勝ち取ったこと、制服貸与数を改善したこと、特殊健康診断の

日程を改善した事、ＪＥＴＳ事業所の今後の施策のことで会社に説明を求め不

安解消に繋げた事などの成果が報告されました。まさに組合員の利益を守り、

労働環境を改善された大きな成果です。 

最後に唐紙書記長のまとめで、たたかいの成果を確認すると共に、今後も出

向者・エルダー組合員から意見を出して頂き、地本としてあらゆるハラスメン

トを許さず、組織強化・拡大で課題克服に向け奮闘することを確認しました。 

 


